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支部総会を郡山市で開催することの御説明（案）

いつも㈳日本建築構造技術者協会東北支部の活動に御支援ならびに御理解を賜りありが

とうございます。

このたび御案内のとおり東北支部では本年度の支部総会を福島県ブロック会員のご協力

をいただき、郡山市で開催することといたしました。平成２４年５月にも支部総会を山形

市で開催いたしましたので、仙台市以外の場所で支部総会を開催するのは２回目となりま

す。このように従来長らく仙台でのみ開催しておりました支部総会を仙台市以外の場所で

開催することにしたことの理由などを申し述べさせていただきます。

今まで東北支部では支部総会や講習会などの支部行事については、そのほとんどを仙台

市で開催してまいりました。その主な理由は、事務局が仙台にあるため開催準備がやり易

い事と、東北支部会員の約半数が仙台市やその近郊に在住していること等が挙げられます。

つまり、仙台市内で開催すれば参加者も多く見込まれるために、各行事の見通しが付けや

すく、講習会等の採算も取りやすくなるためです。しかし、その反面宮城県以外の各県ブ

ロックへの会員サービスや交流が希薄になっていたことは否めず、課題となっておりまし

た。

また、今期の東北支部活動方針では「各県ブロック会員との交流強化」を掲げておりま

す。よって、その「交流強化」について、できるものから取り組んでいきたいと考えてお

りましたが、そのひとつの手段として支部総会を各県ブロックで持ち回ることといたしま

した。平成 24 年に山形で開催いたしましたので、今回の郡山開催は仙台市以外での開催の

第二弾ということになります。

支部総会を各県ブロックで開催するということは、支部会員がその県ブロックに移動す

ることを意味するため、必然的に今まで以上に各県ブロック相互の交流が生まれ、支部活

動が活性化することを期待しております。

また、従来支部総会を仙台のみで開催していたときは、宮城県以外の会員はなかなか総

会への出席ができないため、ＪＳＣＡの活動内容もご理解いただきにくい面もあったと思

いますが、幾分かはその改善にも繋がるものと考えております。

なお、支部役員改選年については、従前どおり仙台で開催することを考えております。

本年度支部総会の郡山開催は、以上のような趣旨ですので、御理解を賜りますとともに、

是非、郡山支部総会、記念講演会、懇親会に御出席をいただきたく御願い申し上げます。


